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支持地盤の養生検討(杭打機)

　本機場建設予定地は軟弱な粘土(N値=0)が厚く分布する軟弱地盤であることから、

杭打機のための施工ヤードにおける支持地盤の養生を計画する。

　検討においては、「移動式クレーン，杭打機等の支持地盤養生マニュアル(第2版)」を

参考とする。

検討条件

重機の諸元

クローラ式アースオーガ 機械総重量 kN ( tf )

PHC杭(φ800、L=10m) kN ( tf )

計 kN ( tf )

クローラの短辺の長さ B0 ＝ m

クローラの長辺の長さ L0 ＝ m

重機の最大接地圧 Pmax0 ≒ kN/m2 ( tf/m2 )

「移動式クレーン，杭打機等の支持地盤養生マニュアル(第2版)」P.63より

衝撃係数

衝撃係数を考慮した最大接地圧 Pmax ≒ kN/m2 ( Pmax'×(1＋0.3))

敷鉄板

敷鉄板の幅 B1 ＝ m

敷鉄板の長さ L1 ＝ m

敷鉄板の厚さ mm

敷鉄板の枚数 枚

※敷鉄板の枚数は、杭打機に必要な敷鉄板等の目安 より 2枚 とする。

施工地盤面の諸元

ボーリング R3-No.5

施工地盤高 YP m

地下水位 YP m (近傍最高田面標高)

対象土層 B (粘性土) B (砂質土) Ac1 (粘性土)

(盛土) (シルト質砂) (砂質シルト)

層厚 m m m

設計Ｎ値

単位体積重量 (湿潤土) γt kN/m3 kN/m3 kN/m3

(水中土) γsat kN/m3 kN/m3 kN/m3

内部摩擦角 φ ° ° °

粘着力 C kN/m2 kN/m2 kN/m2

変形係数 E kN/m2 kN/m2 kN/m2

7

0

16 19

101.2

523.0

2.30

1.43

0.99

0

2

2

5600 19600

7 10

15.0 26.8

931.0 95.0

60.8 6.2

991.8

0.80

1.00

4.90

402.0 41.0

6.00

1.50

22

0.3

1.85

0

14.4

5.4

0.0

13

400
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地盤改良の必要性の検討

敷鉄板効果による接地圧

Pmax' ＝ Pmax × B0 ／ B2

最大接地圧 Pmax ＝ kN/m2

クローラの短辺方向 B2 ＝ m (クローラの幅の2倍とする)

クローラの長辺方向 L2 ＝ m (荷重の広がりは無視)

Pmax' ＝ × ／

＝ kN/m2

施工地盤面の許容支持力度

qa ＝ 1 ／ n × ( ic × α × C × Nc

＋ iγ × β × γ1 × B × η × Nγ

＋ iq × γ2 × Df × Nq )

安全率 n ＝ (短期)

支持地盤の粘着力 C ＝ kN/m2

支持地盤の内部摩擦角 φ ＝ °

支持地盤の単位重量 γ1 ＝ kN/m3

根入れ部の単位重量 γ2 ＝ kN/m3

最低地盤面から

基礎底面までの深さ Df ＝ m

基礎の形状係数 α ＝ ＋ × B2 ／ L2

＝ ＋ × ／

＝

β ＝ － × B2 ／ L2

＝ － × ／

＝

支持力係数 ( φ ＝ ° の場合 )

Nc ＝

Nγ ＝

Nq ＝

載荷幅 B ＝ m ( ＝ B2 )

荷重傾斜補正係数 ic ＝ iγ ＝ iq ＝

基礎寸法補正係数 η ＝

qa ＝ 1 ／

× ( × × ×

＋ × × × × ×

＋ × × × )

＝ 1 ／ × ( ＋ ＋ )

≒ kN/m2

地盤改良の必要性の確認

敷鉄板効果による接地圧 施工地盤面の許容支持力度

Pmax' ＝ kN/m2 ＞ qa ＝ kN/m2 … NG

1.5

1.0 1.0

1.0

1.071.0 0.0

1.0

16.0 0.00

1.60

523.0

11.0

3.9

4.90

1.07

0.2

0.2 1.600.5 4.90

0.43

1.1

1.0

3.9

1.60

1.0

1.1

8.0

261.5 8.0

0.2

0.80 1.60

15.0

16.0

16.0

0.00

1.0

1.5 0.00 12.11

0.43

1.0

16.0

523.0

261.5

15.0

0.00

11.0

0.5

1.0 0.2 1.60

4.90

1.60

1.5

0.0
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改良地盤の検討

改良地盤の設計強度

qu ＝ 2 × CS

改良地盤の粘着力

CS ＝ Pmax' ／ ( 1 ／ n × ( ic × α × Nc ) )

敷鉄板効果による接地圧 Pmax' ＝ kN/m2

安全率 n ＝ (短期)

基礎の形状係数 α ＝

支持力係数 ( φ ＝ ° の場合 )

Nc ＝

荷重傾斜補正係数 ic ＝

CS ＝ ／ ( 1 ／

× ( × × ) )

＝ kN/m2

qu ＝ 2 × ＝ kN/m2 → kN/m2

(押抜きせん断の検討より)

荷重分散で下部地盤に働く分散圧

Pmax'' ＝ Pmax' × B2 × L2 ／ ( B3 × L3 ) ＋ Z × γ

クローラの短辺方向 B2 ＝ m

クローラの長辺方向 L2 ＝ m

改良地盤厚さ Z ＝ m

荷重分散角 θ ＝ °

下部地盤での短辺方向 B3 ＝ B2 ＋ 2 × Z × tan θ

＝ ＋ 2 × × tan ( 45 )

＝ m

下部地盤での長辺方向 L3 ＝ L2 ＋ 2 × Z × tan θ

＝ ＋ 2 × × tan ( 45 )

＝ m

改良地盤の単位重量 γ ＝ kN/m3

γ ＝ kN/m3

γ ＝ kN/m3

γ ＝ kN/m3

Pmax'' ＝ × × ／ ( × )

＋ ( × ＋ ×

＋ × ＋ × )

＝ kN/m2

4.90

1.60

1.0

1.0

11.0

1.5

261.5

0.01 5.4

4.90

1.60 2.00

4.90 2.00

0.87 16.0

261.5 1.60 5.60 8.90

66.0

2.00

45

16.0

1.0 11.0

180.0

1.0

35.7

35.7 71.4

5.4

261.5 1.5

15.0

8.90

5.60

1.00 10.0

10.0

0.12 7.0

7.0

- 60 -  
565



下部地盤面の許容支持力度

qa ＝ 1 ／ n × ( ic × α × C × Nc

＋ iγ × β × γ1 × B × η × Nγ

＋ iq × γ2 × Df × Nq )

安全率 n ＝ (短期)

支持地盤の粘着力 C ＝ kN/m2

支持地盤の内部摩擦角 φ ＝ °

支持地盤の単位重量 γ1 ＝ kN/m3

根入れ部の単位重量 γ2 ＝ kN/m3

最低地盤面から

基礎底面までの深さ Df ＝ m

基礎の形状係数 α ＝ ＋ × B3 ／ L3

＝ ＋ × ／

＝

β ＝ － × B3 ／ L3

＝ － × ／

＝

支持力係数 ( φ ＝ ° の場合 )

Nc ＝

Nγ ＝

Nq ＝

載荷幅 B ＝ m ( ＝ B3 )

荷重傾斜補正係数 ic ＝ iγ ＝ iq ＝

基礎寸法補正係数 η ＝

qa ＝ 1 ／

× ( × × ×

＋ × × × × ×

＋ × × × )

＝ 1 ／ × ( ＋ ＋ )

≒ kN/m2

改良地盤の厚さの確認

改良地盤厚さ Z ＝ m

荷重分散で下部地盤に働く接地圧 下部地盤面の許容支持力度

Pmax'' ＝ kN/m2 ≦ qa ＝ kN/m2 … OK

0.0

5.1

66.0 66.4

5.4

12.4

2.00

1.0 0.2

1.0

8.90

8.900.2

0.0

1.0 12.4 2.00 1.0

5.60

1.0 1.0 1.0

1.0

1.5

1.0 1.13 13.0

1.0

2.00

1.5 74.92 0.00 24.80

66.4

5.1

1.0 0.37 5.4 5.60

5.60

1.0

1.13

0.5 0.2

0.5 0.2 5.60

1.5

13.0

0.0

0.37

0.0
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沈下量の検討

即時沈下量 ※多層地盤の場合 ( 建築基礎構造設計指針 p.143 )

SE ＝ ［ Is ( H1 ， ν1 ) ／ E1

＋ Σ ｛ ( Is ( Hk ， νk )

－ Is ( Hk-1 ， νk ) ) ／ Ek ］

× q × B1

敷鉄板の短辺の長さ B1 ＝ m

敷鉄板の長辺の長さ L1 ＝ m

敷鉄板の面積 A ＝ m2 ( ＝ B1 × L1 )

L1 ／ B1 ＝

敷鉄板下面の接地圧 q ＝ kN/m2 ( ＝ Pmax' )

地盤の変形係数 E ※改良後の変形係数

地表面から層下端までの距離 H

地盤のポアソン比 ν ＝ ※安全側

沈下係数 Is ＝ ( 1 － ν 2 ) × F1

＋ ( 1 － ν － 2 ν 2 ) × F2

SE ＝ m ＞ 許容沈下量 m … NG

※クローラ式杭打機の許容安定度5°に影響しない範囲

0.05

9.00

6.00

1.50

0.430

261.5

4.00

0.30
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名称 E 層厚 H H/B1 ν F1 F2 Is Is SE

kN/m2 m m (Hi,νi) (Hi-1,νi) m

B(盛土) (粘性土)※

B (砂質土)※

Ac1 (粘性土)※

(粘性土)

Ac2 (粘性土)

As2 (砂質土)

Ds1 (砂質土)

Ds2 (砂質土)

Dc3 (粘性土)

Ds3 (砂質土)

(砂質土)

0.00142000 1.00 1.99 1.33 0.30 0.169 0.128 0.221 0.107

16.91 0.30 0.834 0.037 0.778

0.704

85200

30400

13.03 0.30 0.793 0.047

0.60

9.99 0.30 0.740 0.059

2.20 17.19 11.46 0.30 0.769 0.052 0.000

23200 0.745

85200 0.750 0.745 0.000

0.727 0.000

20.14 0.798 0.045

0.727

0.750

42000

42000

400

400 7.80 11.64 7.76 0.30 0.680 0.072

12800 1.35 12.99 8.66 0.30 0.707

2.35 19.54

2.00 14.99

0.704

5.22 25.36

0.430

0.000

0.001

0.1270.3430.302.563.841.84

0.1290.1700.301.332.000.01

0.1020.060

13.43 0.30

0.656 0.273

0.107

0.222

0.000

0.300.660.990.99

0.000

0.000

0.221

0.378 0.222 0.154

0.378

0.066 0.656

26000 0.678

0.678 0.001
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パンチング破壊に対する検討

敷鉄板下面の接地圧、下部地盤の許容支持力度及び改良地盤側面の粘着力によるせん断

　抵抗力のつり合い条件である、下式によりパンチング破壊に対する安全性を検討する。

Pmax'≦ 2 × ( B2 ＋ L2 ) × CS × Z

／ ( B2 × L2 × Fsp ) ＋ qa

敷鉄板下面の接地圧 Pmax' ＝ kN/m2

改良地盤厚 Z ＝ m

クローラの短辺方向 B2 ＝ m

クローラの長辺方向 L2 ＝ m

改良地盤の粘着力 CS ＝ kN/m2 (＝qu/2)

改良地盤の設計強度 qu ＝ kN/m2

下部地盤の許容支持力度 qa ＝ kN/m2

パンチング破壊安全率 Fsp ＝

上式の両辺に諸数値を代入して

(左辺) ＝ Pmax' ＝ kN/m2

(右辺) ＝ 2 × ( ＋ ) × ×

／ ( × × ) ＋

＝ kN/m2

・判定　(左辺)≦(右辺)なのでパンチング破壊に対して安全である。

66.40

265.4

90.00 2.00

1.60 4.90 1.50

261.5

1.60

4.90

1.50

2.00

90.00

180.00

66.40

261.5

1.60 4.90
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固化材添加量の算定

　現場固化材添加量は設計強度を(現場/室内)強さ比で除した室内目標強度から算定

する。

　これまでの検討より、改良地盤の必要設計強度は以下のとおりとなる。

必要設計強度 qu ＝ kN/m2

　本工事の場合、改良深さが2.00mであり、浅層混合処理が選定されると想定される

ため、その場合の (現場/室内)強さ比 から、室内目標強度は以下のとおりとなる。

(現場/室内)強さ比 (砂質シルトのため、粘性土と想定)

セメント系固化材による地盤改良マニュアル[第5版]p.135

室内目標強度 qu ＝ ／ ≒ kN/m2

　よって、固化材添加量は「粉体添加の配合試験例(砂質土(粉体、28日))」

より推定する。

セメント系固化材による地盤改良マニュアル[第5版]p.121

180

0.3

180.0 0.3 600

600
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　上図より、本工事における固化材添加量は kg/m3 とする。

　ただし、上記は推定量であるため、工事実施時に室内配合試験により添加量を再

決定する。

100
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支持地盤の養生検討(バイブロハンマ矢板打設)

　本機場建設予定地は軟弱な粘土(N値=0)が厚く分布する軟弱地盤であることから、

杭打機のための施工ヤードにおける支持地盤の養生を計画する。

　検討においては、「移動式クレーン，杭打機等の支持地盤養生マニュアル(第2版)」を

参考とする。

検討条件

重機の諸元

クローラクレーン 機械総重量 kN ( tf )

吊上げ荷重(Ⅲ型L=11.0m：作業半径10m) kN ( tf )

計 kN ( tf )

クローラの短辺の長さ B0 ＝ m

クローラの長辺の長さ L0 ＝ m

重機の最大接地圧 Pmax0 ≒ kN/m2 ( tf/m2 )

「移動式クレーン，杭打機等の支持地盤養生マニュアル(第2版)」P.59より

衝撃係数

衝撃係数を考慮した最大接地圧 Pmax ≒ kN/m2 ( Pmax'×(1＋0.3))

敷鉄板

敷鉄板の幅 B1 ＝ m

敷鉄板の長さ L1 ＝ m

敷鉄板の厚さ mm

敷鉄板の枚数 枚

※敷鉄板の枚数は、クローラクレーンに必要な敷鉄板等の目安 より 1枚 とする。

施工地盤面の諸元

ボーリング R3-No.5

施工地盤高 YP m

地下水位 YP m (近傍最高田面標高)

対象土層 B (粘性土) B (砂質土) Ac1 (粘性土)

(盛土) (シルト質砂) (砂質シルト)

層厚 m m m

設計Ｎ値

単位体積重量 (湿潤土) γt kN/m3 kN/m3 kN/m3

(水中土) γsat kN/m3 kN/m3 kN/m3

内部摩擦角 φ ° ° °

粘着力 C kN/m2 kN/m2 kN/m2

変形係数 E kN/m2 kN/m2 kN/m2

7

0

16 19

67.2

383.0

2.30

1.43

0.99

0

1

2

5600 19600

7 10

15.0 26.8

521.4 53.2

137.2 14.0

658.6

0.76

1.00

4.71

294.0 30.0

6.00

1.50

22

0.3

1.85

0

14.4

5.4

0.0

13

400
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地盤改良の必要性の検討

敷鉄板効果による接地圧

Pmax' ＝ Pmax × B0 ／ B2

最大接地圧 Pmax ＝ kN/m2

クローラの短辺方向 B2 ＝ m (クローラの幅の2倍とする)

クローラの長辺方向 L2 ＝ m (荷重の広がりは無視)

Pmax' ＝ × ／

＝ kN/m2

施工地盤面の許容支持力度

qa ＝ 1 ／ n × ( ic × α × C × Nc

＋ iγ × β × γ1 × B × η × Nγ

＋ iq × γ2 × Df × Nq )

安全率 n ＝ (短期)

支持地盤の粘着力 C ＝ kN/m2

支持地盤の内部摩擦角 φ ＝ °

支持地盤の単位重量 γ1 ＝ kN/m3

根入れ部の単位重量 γ2 ＝ kN/m3

最低地盤面から

基礎底面までの深さ Df ＝ m

基礎の形状係数 α ＝ ＋ × B2 ／ L2

＝ ＋ × ／

＝

β ＝ － × B2 ／ L2

＝ － × ／

＝

支持力係数 ( φ ＝ ° の場合 )

Nc ＝

Nγ ＝

Nq ＝

載荷幅 B ＝ m ( ＝ B2 )

荷重傾斜補正係数 ic ＝ iγ ＝ iq ＝

基礎寸法補正係数 η ＝

qa ＝ 1 ／

× ( × × ×

＋ × × × × ×

＋ × × × )

＝ 1 ／ × ( ＋ ＋ )

≒ kN/m2

地盤改良の必要性の確認

敷鉄板効果による接地圧 施工地盤面の許容支持力度

Pmax' ＝ kN/m2 ＞ qa ＝ kN/m2 … NG

1.5

1.0 1.0

1.0

1.061.0 0.0

1.0

16.0 0.00

1.52

383.0

11.0

3.9

4.71

1.06

0.2

0.2 1.520.5 4.71

0.44

1.1

1.0

3.9

1.52

1.0

1.1

7.8

191.5 7.8

0.2

0.76 1.52

15.0

16.0

16.0

0.00

1.0

1.5 0.00 11.77

0.44

1.0

16.0

383.0

191.5

15.0

0.00

11.0

0.5

1.0 0.2 1.52

4.71

1.52

1.5

0.0
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改良地盤の検討

改良地盤の設計強度

qu ＝ 2 × CS

改良地盤の粘着力

CS ＝ Pmax' ／ ( 1 ／ n × ( ic × α × Nc ) )

敷鉄板効果による接地圧 Pmax' ＝ kN/m2

安全率 n ＝ (短期)

基礎の形状係数 α ＝

支持力係数 ( φ ＝ ° の場合 )

Nc ＝

荷重傾斜補正係数 ic ＝

CS ＝ ／ ( 1 ／

× ( × × ) )

＝ kN/m2

qu ＝ 2 × ＝ kN/m2 → kN/m2

(押抜きせん断の検討より)

荷重分散で下部地盤に働く分散圧

Pmax'' ＝ Pmax' × B2 × L2 ／ ( B3 × L3 ) ＋ Z × γ

クローラの短辺方向 B2 ＝ m

クローラの長辺方向 L2 ＝ m

改良地盤厚さ Z ＝ m

荷重分散角 θ ＝ °

下部地盤での短辺方向 B3 ＝ B2 ＋ 2 × Z × tan θ

＝ ＋ 2 × × tan ( 45 )

＝ m

下部地盤での長辺方向 L3 ＝ L2 ＋ 2 × Z × tan θ

＝ ＋ 2 × × tan ( 45 )

＝ m

改良地盤の単位重量 γ ＝ kN/m3

γ ＝ kN/m3

γ ＝ kN/m3

γ ＝ kN/m3

Pmax'' ＝ × × ／ ( × )

＋ ( × ＋ ×

＋ × ＋ × )

＝ kN/m2

4.71

1.52

1.0

1.0

11.0

1.5

191.5

0.01 5.4

4.71

1.52 2.00

4.71 2.00

0.87 16.0

191.5 1.52 5.52 8.71

53.4

2.00

45

16.0

1.0 11.0

110.0

1.0

26.2

26.2 52.4

5.4

191.5 1.5

15.0

8.71

5.52

1.00 10.0

10.0

0.12 7.0

7.0
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下部地盤面の許容支持力度

qa ＝ 1 ／ n × ( ic × α × C × Nc

＋ iγ × β × γ1 × B × η × Nγ

＋ iq × γ2 × Df × Nq )

安全率 n ＝ (短期)

支持地盤の粘着力 C ＝ kN/m2

支持地盤の内部摩擦角 φ ＝ °

支持地盤の単位重量 γ1 ＝ kN/m3

根入れ部の単位重量 γ2 ＝ kN/m3

最低地盤面から

基礎底面までの深さ Df ＝ m

基礎の形状係数 α ＝ ＋ × B3 ／ L3

＝ ＋ × ／

＝

β ＝ － × B3 ／ L3

＝ － × ／

＝

支持力係数 ( φ ＝ ° の場合 )

Nc ＝

Nγ ＝

Nq ＝

載荷幅 B ＝ m ( ＝ B3 )

荷重傾斜補正係数 ic ＝ iγ ＝ iq ＝

基礎寸法補正係数 η ＝

qa ＝ 1 ／

× ( × × ×

＋ × × × × ×

＋ × × × )

＝ 1 ／ × ( ＋ ＋ )

≒ kN/m2

改良地盤の厚さの確認

改良地盤厚さ Z ＝ m

荷重分散で下部地盤に働く接地圧 下部地盤面の許容支持力度

Pmax'' ＝ kN/m2 ≦ qa ＝ kN/m2 … OK

0.0

5.1

53.4 66.4

5.4

12.4

2.00

1.0 0.2

1.0

8.71

8.710.2

0.0

1.0 12.4 2.00 1.0

5.52

1.0 1.0 1.0

1.0

1.5

1.0 1.13 13.0

1.0

2.00

1.5 74.92 0.00 24.80

66.4

5.1

1.0 0.37 5.4 5.52

5.52

1.0

1.13

0.5 0.2

0.5 0.2 5.52

1.5

13.0

0.0

0.37

0.0
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沈下量の検討

即時沈下量 ※多層地盤の場合 ( 建築基礎構造設計指針 p.143 )

SE ＝ ［ Is ( H1 ， ν1 ) ／ E1

＋ Σ ｛ ( Is ( Hk ， νk )

－ Is ( Hk-1 ， νk ) ) ／ Ek ］

× q × B1

敷鉄板の短辺の長さ B1 ＝ m

敷鉄板の長辺の長さ L1 ＝ m

敷鉄板の面積 A ＝ m2 ( ＝ B1 × L1 )

L1 ／ B1 ＝

敷鉄板下面の接地圧 q ＝ kN/m2 ( ＝ Pmax' )

地盤の変形係数 E ※改良後の変形係数

地表面から層下端までの距離 H

地盤のポアソン比 ν ＝ ※安全側

沈下係数 Is ＝ ( 1 － ν 2 ) × F1

＋ ( 1 － ν － 2 ν 2 ) × F2

SE ＝ m ＞ 許容沈下量 m … NG

※クローラ式杭打機の許容安定度5°に影響しない範囲

0.05

9.00

6.00

1.50

0.316

191.5

4.00

0.30
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名称 E 層厚 H H/B1 ν F1 F2 Is Is SE

kN/m2 m m (Hi,νi) (Hi-1,νi) m

B(盛土) (粘性土)※

B (砂質土)※

Ac1 (粘性土)※

(粘性土)

Ac2 (粘性土)

As2 (砂質土)

Ds1 (砂質土)

Ds2 (砂質土)

Dc3 (粘性土)

Ds3 (砂質土)

(砂質土)

0.00125200 1.00 1.99 1.33 0.30 0.169 0.128 0.221 0.107

16.91 0.30 0.834 0.037 0.778

0.704

85200

30400

13.03 0.30 0.793 0.047

0.60

9.99 0.30 0.740 0.059

2.20 17.19 11.46 0.30 0.769 0.052 0.000

23200 0.745

85200 0.750 0.745 0.000

0.727 0.000

20.14 0.798 0.045

0.727

0.750

25200

25200

400

400 7.80 11.64 7.76 0.30 0.680 0.072

12800 1.35 12.99 8.66 0.30 0.707

2.35 19.54

2.00 14.99

0.704

5.22 25.36

0.316

0.000

0.001

0.1270.3430.302.563.841.84

0.1290.1700.301.332.000.01

0.1020.060

13.43 0.30

0.656 0.200

0.107

0.222

0.000

0.300.660.990.99

0.000

0.000

0.221

0.378 0.222 0.112

0.378

0.066 0.656

26000 0.678

0.678 0.000
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パンチング破壊に対する検討

敷鉄板下面の接地圧、下部地盤の許容支持力度及び改良地盤側面の粘着力によるせん断

　抵抗力のつり合い条件である、下式によりパンチング破壊に対する安全性を検討する。

Pmax'≦ 2 × ( B2 ＋ L2 ) × CS × Z

／ ( B2 × L2 × Fsp ) ＋ qa

敷鉄板下面の接地圧 Pmax' ＝ kN/m2

改良地盤厚 Z ＝ m

クローラの短辺方向 B2 ＝ m

クローラの長辺方向 L2 ＝ m

改良地盤の粘着力 CS ＝ kN/m2 (＝qu/2)

改良地盤の設計強度 qu ＝ kN/m2

下部地盤の許容支持力度 qa ＝ kN/m2

パンチング破壊安全率 Fsp ＝

上式の両辺に諸数値を代入して

(左辺) ＝ Pmax' ＝ kN/m2

(右辺) ＝ 2 × ( ＋ ) × ×

／ ( × × ) ＋

＝ kN/m2

・判定　(左辺)≦(右辺)なのでパンチング破壊に対して安全である。

2.00

1.52 4.71 1.50 66.40

194.0

66.40

1.50

191.5

1.52 4.71 55.00

191.5

2.00

1.52

4.71

55.00

110.00
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固化材添加量の算定

　現場固化材添加量は設計強度を(現場/室内)強さ比で除した室内目標強度から算定

する。

　これまでの検討より、改良地盤の必要設計強度は以下のとおりとなる。

必要設計強度 qu ＝ kN/m2

　本工事の場合、改良深さが2.00mであり、浅層混合処理が選定されると想定される

ため、その場合の (現場/室内)強さ比 から、室内目標強度は以下のとおりとなる。

(現場/室内)強さ比 (砂質シルトのため、粘性土と想定)

セメント系固化材による地盤改良マニュアル[第5版]p.135

室内目標強度 qu ＝ ／ ≒ kN/m2

　よって、固化材添加量は「粉体添加の配合試験例(砂質土(粉体、28日))」

より推定する。

セメント系固化材による地盤改良マニュアル[第5版]p.121

110

0.3

110.0 0.3 367

367
80
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　上図より、本工事における固化材添加量は kg/m3 とする。

　ただし、上記は推定量であるため、工事実施時に室内配合試験により添加量を再

決定する。

80
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支持地盤の養生検討(バックホウ：盛土部)

　本機場建設予定地は軟弱な粘土(N値=0)が厚く分布する軟弱地盤であることから、

バックホウ掘削のための施工ヤードにおける支持地盤の養生を計画する。

　検討においては、「移動式クレーン，杭打機等の支持地盤養生マニュアル(第2版)」を

参考とする。

検討条件

重機の諸元

バックホウ　0.8m3 kN ( tf )

計 kN ( tf )

クローラの短辺の長さ B0 ＝ m

クローラの長辺の長さ L0 ＝ m

重機の最大接地圧 Pmax0 ≒ kN/m2 ( tf/m2 )

衝撃係数

衝撃係数を考慮した最大接地圧 Pmax ≒ kN/m2 ( Pmax'×(1＋0.3))

敷鉄板

敷鉄板の幅 B1 ＝ m

敷鉄板の長さ L1 ＝ m

敷鉄板の厚さ mm

敷鉄板の枚数 枚

施工地盤面の諸元

ボーリング R3-No.2

施工地盤高 YP m

地下水位 YP m

対象土層 B (粘性土) B (砂質土) Ac1 (粘性土)

(盛土) (砂質シルト) (砂質粘土)

層厚 m m m

設計Ｎ値

単位体積重量 (湿潤土) γt kN/m3 kN/m3 kN/m3

(水中土) γsat kN/m3 kN/m3 kN/m3

内部摩擦角 φ ° ° °

粘着力 C kN/m2 kN/m2 kN/m2

変形係数 E kN/m2 kN/m2 kN/m2

2

16

7

15.0

0

5600

0

13

19 14.4

19.9

64.0

2.30

1.43

0.95

0

1

7

19600 400

10 5.4

26.8 0

195.0 19.9

195.0

0.60

1.90

3.40

49.0 5.0

6.00

1.50

22

0.3

0.96
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地盤改良の必要性の検討

敷鉄板効果による接地圧

Pmax' ＝ Pmax × B0 ／ B2

最大接地圧 Pmax ＝ kN/m2

クローラの短辺方向 B2 ＝ m (クローラの幅の2倍とする)

クローラの長辺方向 L2 ＝ m (荷重の広がりは無視)

Pmax' ＝ × ／

＝ kN/m2

施工地盤面の許容支持力度

qa ＝ 1 ／ n × ( ic × α × C × Nc

＋ iγ × β × γ1 × B × η × Nγ

＋ iq × γ2 × Df × Nq )

安全率 n ＝ (短期)

支持地盤の粘着力 C ＝ kN/m2

支持地盤の内部摩擦角 φ ＝ °

支持地盤の単位重量 γ1 ＝ kN/m3

根入れ部の単位重量 γ2 ＝ kN/m3

最低地盤面から

基礎底面までの深さ Df ＝ m

基礎の形状係数 α ＝ ＋ × B2 ／ L2

＝ ＋ × ／

＝

β ＝ － × B2 ／ L2

＝ － × ／

＝

支持力係数 ( φ ＝ ° の場合 )

Nc ＝

Nγ ＝

Nq ＝

載荷幅 B ＝ m ( ＝ B2 )

荷重傾斜補正係数 ic ＝ iγ ＝ iq ＝

基礎寸法補正係数 η ＝

qa ＝ 1 ／

× ( × × ×

＋ × × × × ×

＋ × × × )

＝ 1 ／ × ( ＋ ＋ )

≒ kN/m2

地盤改良の必要性の確認

敷鉄板効果による接地圧 施工地盤面の許容支持力度

Pmax' ＝ kN/m2 ＞ qa ＝ kN/m2 … NG

3.9

1.1

1.0

3.9

1.20

1.0

1.1

3.40

1.20

1.5

0.0

1.5

1.0 1.0

1.0

1.071.0 0.0

1.0

0.0 0.00

1.20

64.0

11.0

15.0

11.0

0.5

1.0 0.2 1.20 3.40

1.07

0.2

0.2 1.200.5 3.40

0.43

6.0

32.0 6.0

0.2

0.60 1.20

15.0

16.0

0.0

0.00

1.0

1.5 0.00 9.08 0.00

0.43

1.0

16.0

64.0

32.0
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改良地盤の検討

改良地盤の設計強度

qu ＝ 2 × CS

改良地盤の粘着力

CS ＝ Pmax' ／ ( 1 ／ n × ( ic × α × Nc ) )

敷鉄板効果による接地圧 Pmax' ＝ kN/m2

安全率 n ＝ (短期)

基礎の形状係数 α ＝

支持力係数 ( φ ＝ ° の場合 )

Nc ＝

荷重傾斜補正係数 ic ＝

CS ＝ ／ ( 1 ／

× ( × × ) )

＝ kN/m2

qu ＝ 2 × ＝ kN/m2 → kN/m2

荷重分散で下部地盤に働く分散圧

Pmax'' ＝ Pmax' × B2 × L2 ／ ( B3 × L3 ) ＋ Z × γ

クローラの短辺方向 B2 ＝ m

クローラの長辺方向 L2 ＝ m

改良地盤厚さ Z ＝ m

荷重分散角 θ ＝ °

下部地盤での短辺方向 B3 ＝ B2 ＋ 2 × Z × tan θ

＝ ＋ 2 × × tan ( 45 )

＝ m

下部地盤での長辺方向 L3 ＝ L2 ＋ 2 × Z × tan θ

＝ ＋ 2 × × tan ( 45 )

＝ m

改良地盤の単位重量 γ ＝ kN/m3

γ ＝ kN/m3

γ ＝ kN/m3

Pmax'' ＝ × × ／ ( × )

＋ ( × ＋ ×

＋ × )

＝ kN/m2

3.40

1.20

1.0

1.0

11.0

1.5

32.0

0.09 7.0

3.40

1.20 1.00

3.40 1.00

0.87 16.0

32.0 1.20 3.20 5.40

22.6

1.00

45

16.0

1.0 11.0

50.0

1.0

4.4

4.4 8.8

10.0

32.0 1.5

15.0

5.40

3.20

7.0

0.04 10.0
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下部地盤面の許容支持力度

qa ＝ 1 ／ n × ( ic × α × C × Nc

＋ iγ × β × γ1 × B × η × Nγ

＋ iq × γ2 × Df × Nq )

安全率 n ＝ (短期)

支持地盤の粘着力 C ＝ kN/m2

支持地盤の内部摩擦角 φ ＝ °

支持地盤の単位重量 γ1 ＝ kN/m3

根入れ部の単位重量 γ2 ＝ kN/m3

最低地盤面から

基礎底面までの深さ Df ＝ m

基礎の形状係数 α ＝ ＋ × B3 ／ L3

＝ ＋ × ／

＝

β ＝ － × B3 ／ L3

＝ － × ／

＝

支持力係数 ( φ ＝ ° → ° の場合

Nc ＝

Nγ ＝

Nq ＝

載荷幅 B ＝ m ( ＝ B3 )

荷重傾斜補正係数 ic ＝ iγ ＝ iq ＝

基礎寸法補正係数 η ＝

qa ＝ 1 ／

× ( × × ×

＋ × × × × ×

＋ × × × )

＝ 1 ／ × ( ＋ ＋ )

≒ kN/m2

改良地盤の厚さの確認

改良地盤厚さ Z ＝ m

荷重分散で下部地盤に働く接地圧 下部地盤面の許容支持力度

Pmax'' ＝ kN/m2 ≦ qa ＝ kN/m2 … OK

26.8

20.7

22.6 159.2

10.0

14.6

1.00

1.0 0.2

1.0

5.40

5.400.2 3.20

6.8

1.0 14.6 1.00 10.7

3.20

1.0 1.0 1.0

1.0

1.5

1.0 1.12 0.0

1.0

1.00

1.5 0.00 82.69 156.22

159.2

20.7

1.0 0.38 10.0 3.20

10.7

1.12

0.5 0.2

0.5 0.2 3.20

1.5

0.0

26.8

0.38

6.8

25
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沈下量の検討

即時沈下量 ※多層地盤の場合 ( 建築基礎構造設計指針 p.143 )

SE ＝ ［ Is ( H1 ， ν1 ) ／ E1

＋ Σ ｛ ( Is ( Hk ， νk )

－ Is ( Hk-1 ， νk ) ) ／ Ek ］

× q × B1

敷鉄板の短辺の長さ B1 ＝ m

敷鉄板の長辺の長さ L1 ＝ m

敷鉄板の面積 A ＝ m2 ( ＝ B1 × L1 )

L1 ／ B1 ＝

敷鉄板下面の接地圧 q ＝ kN/m2 ( ＝ Pmax' )

地盤の変形係数 E ※改良後の変形係数

地表面から層下端までの距離 H

地盤のポアソン比 ν ＝ ※安全側

沈下係数 Is ＝ ( 1 － ν 2 ) × F1

＋ ( 1 － ν － 2 ν 2 ) × F2

SE ＝ m ＞ 許容沈下量 m … NG

※クローラ式杭打機の許容安定度5°に影響しない範囲

9.00

6.00

1.50

0.057

32.0

4.00

0.30

0.05
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名称 E 層厚 H H/B1 ν F1 F2 Is Is SE

kN/m2 m m (Hi,νi) (Hi-1,νi) m

B (粘性土)※

B (砂質土)※

(砂質土)

Ac1 (粘性土)

Ac2 (粘性土)

As2 (砂質土)

Ac3 (粘性土)

Dc3 (粘性土)

Ds3 (砂質土)

(砂質土)

0.300.640.960.96 0.057 0.000

0.108

0.376 0.212 0.020

0.376

0.053 0.659

0.0000.100

0.034

0.104

0.212

0.102 0.108 0.104 0.00011200 0.04 1.00 0.67 0.30

0.057

0.000

0.1270.3410.302.543.811.90

0.1280.1610.301.271.910.91

21.60 0.30

0.659

0.002

0.061

0.724 0.000

0.743

11200

19600

400

400 8.00 11.81 7.87 0.30 0.684 0.072

12800 5.10 16.91 11.27 0.30 0.765

7.90 27.11

2.00 18.91

0.741 0.000

85200 0.785

85200 0.803 0.785 0.000

0.743 0.000

32.40 0.865 0.029

0.047

400 0.7240.741

23200

18.07 0.30 0.843 0.034

5.29

12.61 0.30 0.787 0.048

0.30 19.21 12.81 0.30 0.789
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パンチング破壊に対する検討

敷鉄板下面の接地圧、下部地盤の許容支持力度及び改良地盤側面の粘着力によるせん断

　抵抗力のつり合い条件である、下式によりパンチング破壊に対する安全性を検討する。

Pmax'≦ 2 × ( B2 ＋ L2 ) × CS × Z

／ ( B2 × L2 × Fsp ) ＋ qa

敷鉄板下面の接地圧 Pmax' ＝ kN/m2

改良地盤厚 Z ＝ m

クローラの短辺方向 B2 ＝ m

クローラの長辺方向 L2 ＝ m

改良地盤の粘着力 CS ＝ kN/m2 (＝qu/2)

改良地盤の設計強度 qu ＝ kN/m2

下部地盤の許容支持力度 qa ＝ kN/m2

パンチング破壊安全率 Fsp ＝

上式の両辺に諸数値を代入して

(左辺) ＝ Pmax' ＝ kN/m2

(右辺) ＝ 2 × ( ＋ ) × ×

／ ( × × ) ＋

＝ kN/m2

・判定　(左辺)≦(右辺)なのでパンチング破壊に対して安全である。

1.00

1.20 3.40 1.50 159.20

196.8

159.20

1.50

64.0

1.20 3.40 25.00

64.0

1.00

1.20

3.40

25.00

50.00
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固化材添加量の算定

　現場固化材添加量は設計強度を(現場/室内)強さ比で除した室内目標強度から算定

する。

　これまでの検討より、改良地盤の必要設計強度は以下のとおりとなる。

必要設計強度 qu ＝ kN/m2

　本工事の場合、改良深さが1.00mであり、浅層混合処理が選定されると想定される

ため、その場合の (現場/室内)強さ比 から、室内目標強度は以下のとおりとなる。

(現場/室内)強さ比 (盛土であり、粘性土と想定)

セメント系固化材による地盤改良マニュアル[第5版]p.135

室内目標強度 qu ＝ ／ ≒ kN/m2

　よって、固化材添加量は「粉体添加の配合試験例(粘性土(粉体、28日))」

より推定する。

セメント系固化材による地盤改良マニュアル[第5版]p.122

50

0.3

50.0 0.3 167

167

50
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　上図より、本工事における固化材添加量は kg/m3 とする。

　ただし、上記は推定量であるため、工事実施時に室内配合試験により添加量を再

決定する。

50
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支持地盤の養生検討(バックホウ：遊水池)

　本機場建設予定地は軟弱な粘土(N値=0)が厚く分布する軟弱地盤であることから、

バックホウ掘削のための施工ヤードにおける支持地盤の養生を計画する。

　検討においては、「移動式クレーン，杭打機等の支持地盤養生マニュアル(第2版)」を

参考とする。

検討条件

重機の諸元

バックホウ　0.8m3 kN ( tf )

計 kN ( tf )

クローラの短辺の長さ B0 ＝ m

クローラの長辺の長さ L0 ＝ m

重機の最大接地圧 Pmax0 ≒ kN/m2 ( tf/m2 )

衝撃係数

衝撃係数を考慮した最大接地圧 Pmax ≒ kN/m2 ( Pmax'×(1＋0.3))

敷鉄板

敷鉄板の幅 B1 ＝ m

敷鉄板の長さ L1 ＝ m

敷鉄板の厚さ mm

敷鉄板の枚数 枚

施工地盤面の諸元

ボーリング R3-No.2

施工地盤高 YP m

地下水位 YP m

対象土層 B (砂質土) Ac1 (粘性土) Ac2 (粘性土)

(シルト質砂) (砂質粘土) (粘質土シルト)

層厚 m m m

設計Ｎ値

単位体積重量 (湿潤土) γt kN/m3 kN/m3 kN/m3

(水中土) γsat kN/m3 kN/m3 kN/m3

内部摩擦角 φ ° ° °

粘着力 C kN/m2 kN/m2 kN/m2

変形係数 E kN/m2 kN/m2 kN/m2

7

19

10

26.8

0.0

19600

0

19.1

14.4 14.2

19.9

64.0

1.34

1.09

1.90

13.0

1

0

400 400

5.4 5.2

0 0

195.0 19.9

195.0

0.60

8.00

3.40

49.0 5.0

6.00

1.50

22

0.3

0.95
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地盤改良の必要性の検討

敷鉄板効果による接地圧

Pmax' ＝ Pmax × B0 ／ B2

最大接地圧 Pmax ＝ kN/m2

クローラの短辺方向 B2 ＝ m (クローラの幅の2倍とする)

クローラの長辺方向 L2 ＝ m (荷重の広がりは無視)

Pmax' ＝ × ／

＝ kN/m2

施工地盤面の許容支持力度

qa ＝ 1 ／ n × ( ic × α × C × Nc

＋ iγ × β × γ1 × B × η × Nγ

＋ iq × γ2 × Df × Nq )

安全率 n ＝ (短期)

支持地盤の粘着力 C ＝ kN/m2

支持地盤の内部摩擦角 φ ＝ °

支持地盤の単位重量 γ1 ＝ kN/m3

根入れ部の単位重量 γ2 ＝ kN/m3

最低地盤面から

基礎底面までの深さ Df ＝ m

基礎の形状係数 α ＝ ＋ × B2 ／ L2

＝ ＋ × ／

＝

β ＝ － × B2 ／ L2

＝ － × ／

＝

支持力係数 ( φ ＝ ° → ° の場合 )

Nc ＝

Nγ ＝

Nq ＝

載荷幅 B ＝ m ( ＝ B2 )

荷重傾斜補正係数 ic ＝ iγ ＝ iq ＝

基礎寸法補正係数 η ＝

qa ＝ 1 ／

× ( × × ×

＋ × × × × ×

＋ × × × )

＝ 1 ／ × ( ＋ ＋ )

≒ kN/m2

地盤改良の必要性の確認

敷鉄板効果による接地圧 施工地盤面の許容支持力度

Pmax' ＝ kN/m2 ≦ qa ＝ kN/m2 … OK

10.7

6.8

1.0

10.7

1.20

1.0

6.8

3.40

25

1.20

1.5

0.0

1.5

1.0 1.0

1.0

1.071.0 0.0

1.0

0.0 0.00

1.20

64.0

20.7

26.8

20.7

0.5

1.0 0.2 1.20 3.40

1.07

0.2

0.2 1.200.5 3.40

0.43

44.4

32.0 44.4

0.2

0.60 1.20

26.8

19.0

0.0

0.00

1.0

1.5 0.00 66.67 0.00

0.43

1.0

19.0

64.0

32.0
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沈下量の検討

即時沈下量 ※多層地盤の場合 ( 建築基礎構造設計指針 p.143 )

SE ＝ ［ Is ( H1 ， ν1 ) ／ E1

＋ Σ ｛ ( Is ( Hk ， νk )

－ Is ( Hk-1 ， νk ) ) ／ Ek ］

× q × B1

敷鉄板の短辺の長さ B1 ＝ m

敷鉄板の長辺の長さ L1 ＝ m

敷鉄板の面積 A ＝ m2 ( ＝ B1 × L1 )

L1 ／ B1 ＝

敷鉄板下面の接地圧 q ＝ kN/m2 ( ＝ Pmax' )

地盤の変形係数 E

地表面から層下端までの距離 H

地盤のポアソン比 ν ＝ ※安全側

沈下係数 Is ＝ ( 1 － ν 2 ) × F1

＋ ( 1 － ν － 2 ν 2 ) × F2

SE ＝ m ＞ 許容沈下量 m … NG

※クローラ式杭打機の許容安定度5°に影響しない範囲

1.50

0.068

4.00

32.0

0.30

9.00

6.00

0.05
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名称 E 層厚 H H/B1 ν F1 F2 Is Is SE

kN/m2 m m (Hi,νi) (Hi-1,νi) m

B (砂質土)

Ac1 (粘性土)

Ac2 (粘性土)

As2 (砂質土)

Ac3 (粘性土)

Dc3 (粘性土)

Ds3 (砂質土)

(砂質土)

15.95

400

400 8.00 10.85 7.23

0.300.630.950.9519600

0.002

0.000

0.102

0.302

0.056 0.642

0.30 0.662 0.076

0.715

0.715 0.000

0.102

0.301.902.851.90

0.0990.056

0.068

0.024

0.000

0.1310.257

0.642 0.041

0.0000.7810.030 0.800

0.302

10.63 0.30 0.753

0.00023200 0.736

0.73311.97 0.30 0.777 0.0502.00 17.95400

12800 5.10

0.781 0.736 0.000

0.733

26.15 0.838 0.03617.43 0.30

85200

12.17 0.30 0.780 0.050

7.90

18.25

31.44 20.96 0.30 0.862

85200

0.30

5.29
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遊水池底の地盤改良の検討

　遊水池底(YP1.60m)の地盤は、ボーリング R3-NO.2より、設計Ｎ値 0 の沖積粘性土層2

(Ac2)となる。

　遊水池内に堆積した土砂を掻き出すための管理重機の進入等を考慮して、遊水池底の

地盤改良を計画する。

　検討においては、「移動式クレーン，杭打機等の支持地盤養生マニュアル(第2版)」を

参考とする。

検討条件

管理重機の諸元

バックホウ(クローラ型)

標準バケット容量 (山積) m3

(平積) m3

機械質量 t

土地改良工事積算基準(機械経費) p.26

Q ≒ kN

クローラの幅 B0 ＝ m

クローラの長さ L0 ＝ m

載荷荷重強度

　遊水池底に作用する載荷荷重強度は、以下の式により算定する。

Q ×( 1 ＋ i )

2 ×( B0 × L0 )

　ここに、

衝撃荷重 i ＝  ※ 設計基準「水路工」p.229 を準用

×( 1 ＋ )

2 ×( × )

＝ kN/m2

→ kN/m2

施工地盤面の諸元

ボーリング R3-No.2

施工地盤高 YP m

地下水位 YP m

対象土層 Ac2 (粘性土)

層厚 m

設計Ｎ値

単位体積重量 (湿潤土) γt kN/m3

(水中土) γsat kN/m3

内部摩擦角 φ °

粘着力 C kN/m2

変形係数 E kN/m2

0.8

0.6

19.8

0.60

3.40

195

63

載荷荷重強度

0

19.1

q ＝

0.3

q ＝
0.3

0.60 3.40

14.4

62.13

-1.60

-1.60

7.91

0

5.4

195

400
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支持力の検討

直接基礎の場合

許容支持力度

　地盤の許容支持力度は、「土地改良事業計画設計基準及び運用・解説 設計

「ポンプ場」」p.660 により算定する。

許容支持力度 qa ＝ 1 ／ n × qu

極限支持力度 qu ＝ ( ic × α × C × Nc

＋ iγ × β × γ1 × B × η × Nγ

＋ iq × γ2 × Df × Nq )

　ここに、

安全率 n ＝ (長期)

支持地盤単位重量 γ1 ＝ kN/m3 ( γ1 ＝ γt )

根入れ部単位重量 γ2 ＝ kN/m3 ( γ2 ＝ γt )

基礎の形状係数 α ＝ ＋ × B ／ L

＝ ＋ × ／

＝

β ＝ － × B ／ L

＝ － × ／

＝

支持力係数 ( φ ＝ ° の場合 ) )

Nc ＝ Nγ ＝ Nq ＝

底面までの深さ Df ＝ m

傾斜補正係数 ic iγ iq

荷重の載荷幅 B m

荷重の載荷長 L m

基礎寸法補正係数 η

qu ＝ ( × × ×

＋ × ×

× × ×

＋ × × × )

＝ kN/m2

qa ＝ 1 ／ ×

＝ kN/m2

　　判定

載荷荷重強度 許容支持力度

q ＝ kN/m2 ＞ qa ＝ kN/m2 … NG

　荷重強度が許容支持力度を上回るため、地盤改良を検討する。

101.31

33.77

63

1.0 0.2

1.0 0.2

3

5.4

33.77

0.60

1.0

5.4

0.00

3.40

1.04

0.5 0.2

0.5 0.2 0.60 3.40

0.0

0.46

0.46

0.60

0.60

3.40

1.0

1.0 1.04

5.1

1.0

0.00

1.0

0

1.0

3 101.31

5.1

5.4

1.0 0.0

19.1

1.0

1.0 5.4

1.0
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地盤改良基礎の場合

　改良地盤の厚さを仮定して、改良地盤の下端に作用する荷重強度を算定する。

改良厚さ Df ＝ m

荷重の分散角 θ ＝ °

　　　載荷幅 B ＝ B0 ＋ 2 × Df × tan 45 °

＝ ＋ 2 × × tan 45 °

＝ m

　　　載荷長 L ＝ L0 ＋ 2 × Df × tan 45 °

＝ ＋ 2 × × tan 45 °

＝ m

　　改良地盤の下端に作用する荷重強度

重機による荷重強度

q'1 ＝ B0 × L0 × q ／( B × L )

＝ × × ／( × )

＝ kN/m2

改良地盤の自重による荷重強度

q'2 ＝ Df × γ

＝ ×

＝ kN/m2

改良地盤の下端に作用する荷重強度

q' ＝ q'1 ＋ q'2

＝ ＋

＝ kN/m2

　　改良地盤の下端における許容支持力度

許容支持力度 qa ＝ 1 ／ n × qu

極限支持力度 qu ＝ ( ic × α × C × Nc

＋ iγ × β × γ1 × B × η × Nγ

＋ iq × γ2 × Df × Nq )

　ここに、

安全率 n ＝ (長期)

支持地盤単位重量 γ1 ＝ kN/m3 ( γ1 ＝ γt )

根入れ部単位重量 γ2 ＝ kN/m3 ( γ2 ＝ γt )

基礎の形状係数 α ＝ ＋ × B ／ L

＝ ＋ × ／

＝

β ＝ － × B ／ L

＝ － × ／

＝

支持力係数 Nc ＝ Nγ ＝ Nq ＝

底面までの深さ Df ＝ m

傾斜補正係数 ic iγ iq

荷重の載荷幅 B m

荷重の載荷長 L m

基礎寸法補正係数 η

0.60 3.40

0.60 1.00

2.60

3.40 1.00

5.40

2.60

1.00 5.4

5.40

9.15 5.40

14.55

1.0

5.40

5.40

63

9.15

1.0

1.0 0.2 2.60 5.40

1.10

1.0 0.2

1.0

1.0

2.60

5.40

0.5 0.2 2.60

0.40

5.1 0.0

0.5 0.2

1.00

1.0

1.00

45

3

5.4

5.4
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qu ＝ ( × × ×

＋ × ×

× × ×

＋ × × × )

＝ kN/m2

qa ＝ 1 ／ ×

＝ kN/m2

　　判定

Df ＝ m

荷重強度 許容支持力度

Sz1 ＝ kN/m2 ≦ qa ＝ kN/m2 … OK

　許容支持力度が荷重強度を上回るため、改良厚は1.0mとする。

112.55

37.52

14.55 37.52

1.00

2.60 1.0 0.0

1.0 5.4 1.00 1.0

112.553

1.0 1.10 19.1 5.1

1.0 0.40 5.4
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　3) 改良強度の検討

　改良強度は、改良地盤の支持力が遊水池底に作用する荷重を上回る強度とする。

　　遊水池底に作用する荷重

荷重強度 q ＝ kN/m2

　　改良地盤の必要改良強度

　改良地盤は粘性土として扱うため、φ＝0°となる。

　よって、必要改良強度は次式により算定する。

必要改良強度 qu' ＝ 2 × q × n ／( ic × α × Nc )

　ここに、

安全率 n ＝ (長期)

基礎の形状係数 α ＝

支持力係数 Nc ＝

傾斜補正係数 ic ＝

qu' ＝ 2 × ×

／( × × )

＝ kN/m2

→ kN/m2

63

3

5.11.001.0

74.12

75

63

5.1

1.0

1.0

3
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　4) 固化材添加量の算定

　現場固化材添加量は設計強度を(現場/室内)強さ比で除した室内目標強度から

算定する。

　これまでの検討より、改良地盤の必要設計強度は以下のとおりとなる。

必要設計強度 qu' ＝ kN/m2

　施工形態別に(現場/室内)強さ比の目安を以下に示す。

セメント系固化材による地盤改良マニュアル[第5版]p.135

　本工事の場合、現地盤面からの改良を想定し、中層混合が選定されるため、

(現場/室内)強さ比 0.5 とすると、室内目標強度は以下のとおりとなる。

室内目標強度 qu'' ＝ ／ 0.5 ≒ kN/m2

　よって、固化材添加量は「紛体添加の配合試験例(粘性土(紛体、28日))」より

推定する。

セメント系固化材による地盤改良マニュアル[第5版]p.122

　上図より、本工事における固化材添加量は kg/m3 とする。

　ただし、上記は推定量であるため、工事実施時に室内配合試験により添加量を

再決定する。

75 150

50

75

150

50
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3.2.5 施工上の留意点の整理 
項目 施工上の留意点の整理 備考

仮設計画 杭打ち等の施工の際、地盤改良等で重機足場を確保するこ

と。

多様な土が出てくるため、分別して置き土する必要がある。

その際、広いヤードが必要となるため、仮設ヤード等の検討

を入念に行った方が良いと思う。また、既設の建屋を撤去す

る計画となっており、撤去後の最終的な計画平面図が必要で

はないか。

施工計画 Dc3 層は、土質調査より確認された平均Ｎ値 8程度の粘性土

で、半固結状のシルトとの評価ですが、出現個所も安定して

おらず、基礎の下端をここで止めて良いかとの判断が難しい

状況であるため、設計基準と過去の軟弱な機場の施工事例も

踏まえ、N値 30 以上の砂層を基礎地盤とし設計する。

地盤改良による水田への影響について、改良土は、農地から

離れた位置の埋戻しを計画する。

安全対策 第三者災害の防止を念頭において工事道路、歩行者通路の

確保の計画を立案する。
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